中世イラン語と古代チュルク語─マニ教文献中の奥書2種─ by ヨシダ, ユタカ et al.
Title 中世イラン語と古代チュルク語─マニ教文献中の奥書2種─
Author(s) 吉田, 豊
Citation 内陸アジア言語の研究. 8 P.127-P.133
Issue Date 1993-03
Text Version publisher
URL http://hdl.handle.net/11094/20654
DOI
rights
Note
Osaka University Knowledge Archive : OUKA
https://ir.library.osaka-u.ac.jp/repo/ouka/all/
Osaka University
中 世 イ ラ ン語 と古 代 チ ュル ク語
マニ教文献 中の奥書2種
吉田 豊
ここで は,マ ニ教文献 にみ られ る2種 類の奥書 を紹 介す る。同 じ内容 のこ
とを一方は古代 チュルク語 とソグ ド語,他 方 は古代 チュル ク語 と中世 ペルシア
語で書 いた ものである.こ れ らは,そ れ自体 と して は零細な ものだが,最 近注
目されている中世 イラン語,特 にソグ ド語 と古代チ ュル ク語 との二言語併用 を
考 える上 で重要 な資料 となると期待 され,敢 えてノー トの形で発 表する次 第で
ある.な お古代 チュル ク語 とソグ ド語 の二言語併用 については,N.Sims-Wil-
liamsandHamilton,J.,Doc研2επ∫∫魏rco一∫084∫θπ 伽 斑 一)召5'2c'θ4θ7b膨8η一乃o配αηg,
London,1990,PP.9-12参照.
(A)
W.B.Henningは,ドイ ッ の トル フ ァ ン探 検 隊 の 将 来 品 中 の マ ニ 教 ソ グ ド語 の
説 話 を 集 め て 校 訂 し た 際,ひ と つ の 文 書 の 裏 に 奇 妙 な 書 き 込 み が あ る こ と に気
が 付 い た(cfHenning,B∫OA511,1945,p.482).彼の テ キ ス ト と訳 は 次 の と お
りで あ る.
'ynypwstk14βγ(?)xypδxcykyL'pyr'tpfys[qs'rpδsn
``Thisbookhasl4bundles(?).Hewhodoesnotbelieveit,cangoto_".
そ の 後N.Sims-Williamsは,A.Steinが敦 煙 か ら 将 来 し た 漢 文 仏 典(薬 師 経)
の 末 尾 に 類 似 の ソ グ ド語 の 落 書 き が あ る こ と に気 付 い た(c£Sims-Williams,加
18,1976,p.66).彼の テ キ ス ト と1行 目 の 訳 は 次 の と お りで あ る.
1'yn'kpwst'kpw'yxypδZKkyZYL'pyr'kt(for*pyr't)
ZK
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2'ywxrykyrkwnt(y)s
``ThisbookbelongstoPw'y.Hewhodoesnotbelieve(this)...".
第2行 目 は,kyr「男 性 性 器 」,kwn「肛 門 」及 びtys「入 れ!」 か ら 判 断 し て,一
種 の 罵 り言 葉 で あ っ た と 考 え ら れ る が,こ の よ う な 口 語 表 現 の 正 確 な 意 味 は 不
明 で あ る と す る.彼 は ま た,Henningがpr'ys[t]と補 っ た 点 に つ い て,本 来 命 令
形pr'ys「至 れ!」 で あ っ た 可 能 性 も高 い と し て い る.正 し い 判 断 で あ ろ う.
最 近W.Sunde㎜annは,同 じ くマ ニ 教 ソ グ ド語 の 説 話 を 校 訂 し,そ こ に 下
記 の よ う な 落 書 き或 は 奥 書 が あ る こ と を報 告 し て い る(cfSundermann(ed.),E'η
〃1αη'c乃観5c乃・308乃4'∫ch6∫Pα呂αわ6Zわ配ch,Berlin,1985,p.34).
c6'yn'kpwsty'z-wt't'γwry(w)[γtym]
c7kyL'pyr'tβr'twx蓉y("γδ)['kwkw]
c8'wk'prmyヨy'mcwrwrγtm'xt't'γw[r]
cgs'rpsysw'tt't'γwr
"DiesesBuch[habelich
,Tataγur,ge[lernt(?)].Weresnichtglaubt,derbringe
Wort(?)<und>Wunsch[zu]Ugab(i)rmiヨ,Yamこur,Wirγdm亘x(?)undTataγu[r],
ergehe(?)fragendenTataγur".
彼 の 訳 か ら も知 ら れ る と お り,こ の 部 分 の 解 釈 は 非 常 に 難 しい.い くつ か の 読
み の 可 能 性 が あ り,将 来 テ キ ス ト ・翻 訳 と も に 改 善 さ れ る こ と に な る で あ ろ
う.例 え ば,WX蓉yと 読 ま れ た 語 はWγ 的 と 読 ん で,「 嬉 しい 」或 は 「喜 び」 と訳
す こ と も で き る.し か し残 念 な が ら,当 面 筆 者 に は 説 得 力 の あ る 交 代 案 を提 出
す る こ とが で き な い.た だ し,Sundemlannは気 付 い て い な い が,こ れ が 上 に 引
用 し た2つ の 落 書 き と非 常 に 良 く似 て い る こ と は 明 ら か で あ ろ う.ど ち ら も
「こ の 本 は,誰 々 の も の で あ る(或 は 誰 々 が 学 習 し た)」 で 始 ま り,「(そ の こ と
を)信 じ な い も の は … せ よ」 で 終 わ っ て い る.
筆 者 は,1992年 秋 三 菱 財 団 人 文 科 学 研 究 助 成 金 の 支 給 を 受 け,3週 間 ベ ル リ
ン に 滞 在 し,ド イ ツ ・ トル フ ァ ン 探 検 隊 の 将 来 品 を調 査 す る こ と が で き た.そ
の 際,上 記 の も の と非 常 に よ く似 た,古 代 チ ュ ル ク 語 の 書 き 込 み が あ る こ と に
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気付 いた.そ れ はマニ教 ソグ ド語文書(Ch/So20002;未出版)の 裏面 に見 いだ
される.こ こには,多 くの落書 きが ソ グ ド語 と古代 チ ュル ク語で書 かれ てい
る.こ れ らの落書 きは,書 く方向 も一定 してお らず,首 尾一貫 した内容 を伝 え
ようとした もの とは考 え られない.し か も,文 書の体裁か ら判断 して,各 行 の
約半分 は破損 してい る.文 字が明確 な部分 は次 のように読 むこ とがで きた.
ソグ ド語
1[ltwyδ β'γ'Z-W
2[]m'xβy-rtywγty-m
「… 説 明を私 ・一Maxβlrtが(?)学習 した.」
古代 チュルク語
1txykymkyrtkwns'r[]
(2行目以 降はやや離 れた所 に書 かれている)
2pwpytykmynx[1
3'y蓉wpw蓉xw首tymkym[]
4prym'xprnx'
5txykymkyrtkwnm's'r[]
6txykymkyrtkwns'r[]
7txykymkyrtkwns'r[]
8txykymkyrtkwns'r[]
9txykymkyrtkwns'r[]
「そ して信 じる者 は … この本 は私 …'y甑 が学習 した.[信 じない]
者は … 愛すべ きm'xprnに… また信 じない者 は ・一 また信 じる者
は … また信 じる もの は … また信 じる者は … また信 じる者 は ・
・・」
p傭xw菖tymは難解だが,ソ グ ド語のywγtym「私は学習 した」か ら考 えて,同 じ
意味の古代 チュルク語 の表現であ った と考え られる(bo菖γun一「学習す る」参照).
なおpryは,ソ グ ド語形 と考 えた.
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もう一 点,現 在 旧西 ベ ル リンの 国立 図書館 が保管 するマニ教 ソグ ド語文 書
19520,19521,lg522(これ らは互い に接 合す る)の裏 の漢文面 に下記の ような
落書 きが ある.筆 者は これ らを,同 図書館 か ら漢文 の比定 を委嘱 された龍谷大
学 の西域 研究会 にお いて,寄 贈 された写真 か ら研究 した.今 は確 認で きない
が,こ れ らの断片 は明 らかに前述 のCh/So20002と同一の文書 に属す るだけで
な く,互 い に接合 し直接先 行す る部分 と考 え られ る.つ ま り下記 の テキス ト
は,本 来上記の古代 チュルク語の第1行 の直前 に置かれるべ きものである.(な
お,別 にこの部分 には ソグ ド語 の落書 きも存在す るが,そ れ らは手紙の書 き出
しの書式の練習であ り,こ こで は扱 わない.)
1pwpytykmyn[]
2kymkyrtkwnm's'rp[]
3txykymkyrtkwnmうs(')[r1
4txykymkyrtkwnm's'r[]
5txykymkyrtkwns'r[]
6txykymkyrtkwns'r[」
「この本 は,私 … 信 じない者は … また信 じない者 は … また信 じ
ない者 は … また信 じる者 は … また信 じる者 は ….」
上で扱 った ソグ ド語 と古代 チュルク語 の落書 きが,全 く同一の内容であ るこ
とは明 らかであ ろう.こ れ らはおそ らく同 じ文化 的背景 の中で,同 じこ とを,
ある場合 にはソグ ド語で,ま た別 の場合 には古代 チュルク語 で書 いた ものであ
るに違 いない.そ の年代 は,敦 燈 の蔵経洞 出土 の文書が含 まれているこ とと,
ソグ ド語 と古代 チ ュル ク語の二言語併用が10世紀 頃の現象 と考 え られ ること,
さ らには西 ウイグル国のマニ教が,10世紀を もってその盛期 を終 えたこ と(森
安孝夫 『ウイグル=マ ニ教 史の研究』,大阪,1991,127-173頁参照)か ら判断 し
て10世紀頃 とみ な してよいで あろう.
最後 に敦煙 出土 の ソグ ド語仏 典Or.8212/85(一般 にDhyana-textと呼 ばれ
る.こ のテキス トにつ いては,吉 田豊 「ソグ ド語仏典解説」,『内陸アジア言語
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の研 究』VII1991(1992)p.109参照)の裏面 の2行 の古代 チュルク語の落書 きに
ついて言及 してお きたい.こ の2行 はそ れぞれ短冊状の別紙 に書 かれ,貼 り付
けてある らしい.両 者 は同筆 であるが,互 いの間隔お よび関係 は明 らかではな
い.現 在 まで にP.Ziemeと森安孝夫 による2種 類 の解読が提案 されている.
(a)lbobitig註rs註rilk6rmi蓉一ningbitigarUrkim
2mnkiz乙unaltmamrutapnir-mn董nこa
``Asforthisscripture,童tisthescriptureofIlK6rmi蓉whichI,KizCun(nameof
Chineseorigin?),havereceived."(cfZieme,o卿Sunde㎜ann,B50盛5
40,1977,p.635)
(b)lmangi老こUnalt董mamrutapinurm註ninこa
2bubiUgarsarilk6rmiヨーningbit孟garUrYY?
「私 は義全(経)を 入手 した.永 く崇拝する.か くの如 くこの経典は国家
鎮護 の経典で ある.」(森安孝夫 「ウイグル語文献」『講座敦燵6敦 煙胡
語文献』,東京,1985,29-30頁参照)
森安 はこの経典の裏面 に もう一箇所漢文 の落書 きが あ り,そ こに 「此経是義全
経阿骨密看読不徳 也」とあ ることか ら,kyz-cwnを義全 に対 応す る もの と考 え
た.
現在 の ところ筆者 には どち らが正 しいか決定 す るこ とはで きない.し か し
Ziemeの第1行 が,上 で扱 った落書 きとよく似 ている ことは注 目される.第2
行が 直接 これ に後続 す る とい う.証拠 が ないな ら,kim"whichlwho"の後 に
1drtgUnmas㌫「信 じないな らば」を補 うこ とがで きるので はないだろ うか.
(B)
トル ファン出土 の中世ペ ルシア語 で書かれ たマニ教 文書(M981及 びM99
1)の上部 の,通 常見 出 しをつ ける場所 には,次 の ような書 き込みがあ る:
M981recto:'wmnyy首w`przy[nd]
M981verso:dby(r)`ynwg'wd'q(r)wg
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M991recto:kymnby菖tpdpryh
M991verso:(')wh(r)wqynrnzwr'n
こ れ は,Henningが 正 し く認 識 し た よ う に,本 文 の 内 容 を 示 す 見 出 し で は な
く,写 本 の 筆 記 者 に よ る 請 願 で あ る.彼 は こ の 部 分 を 次 の 様 に 翻 訳 し て い る
(cfHenning,OLZl933,Nr.12,p.751).
"_mir,Yi話6`frazend,demneuenund(noch)ungeUbtenSchreiber,derichschrieb
inLiebezuallenMUhebeladenen,.."
な お,彼 が(')wと読 ん だ 語 を,初 めF.W.K.M廿llerは'dと 読 ん で い た.し か
し'dで は 意 味 が 通 じ な い こ と か ら,こ の 読 み を 疑 い,'wと 訂 正 した(MUIIer,
Handschriften-ResteinEstrangelo-SchriftausTurfan,Chinesisch-Turkistan,II,
APA毘Berlin,1904,p.42参照).最 近 出 版 さ れ た 文 書 の 写 真 に よ れ ば,や は り
MUIIerの読 み は 正 し い(cfM.Hutter,ル1αη'∫た03配ogoη～3ch8営訪 肋rαg伽一7εκ'6,
Wiesbaden,1992,TafelIV).もち ろ ん,'dで は 相 変 わ ら ず 意 味 は 通 じな い の で,
Henningの読 み は 写 本 に 対 す る訂 正 とみ な す べ きで あ る.Hutterがこ の 点 に一 切
言 及 し な い の は,不 可 解 で あ る.
こ の 請 願 文 と き わ め て よ く似 た 内 容 の 一 文 が,古 代 チ ュ ル ク語 の マ ニ 教 文 献
(TIID171裏 面 左 欄17-22)の奥 書 の 中 に 見 い だ さ れ る(cf.A.vonLeCoq,
TUrkischeManichaicaausChotschoI,APAWlgll,p.28).
ym註yigadmakutmaqbolzunmangaaγduqqaribitka6i-iom(a)ri蓉oy(a)zd
maxistakUzaokimymauluγamranmaqi-naγirknsU甑nbitidim
「私,下 手 で 年 老 い た 筆 記 者,長 老 職 のMarIshoyazdに優 れ た る こ と と勝 利
が あ り ま す よ う に.そ の 私 は 偉 大 な 愛 と 大 き な 願 い を も っ て(こ れ を)書 い
た.」
こ の 古 代 チ ュ ル ク語 の 奥 書 か ら,上 で 引 用 した 中 世 ペ ル シ ア 語 の 最 初 の'wmn
の 前 に はymayigadmakutmaqbolzunに似 た 内 容 の 文 が あ っ た こ と が 推 定 さ れ
る.ま たaγduqyangibitka6i「下 手 で 新 米 の 筆 記 者 」 を 含 む 類 似 の 請 願 文 が,マ
ニ 教 文 書 の 見 出 し を つ け る 場 所 に 書 か れ た 例 も知 られ て い る(c£LeCoq,oμc舐,
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pp.21-22).さらに,「私,下 手な筆記者 … 」で始 まる奥書 は,比 較的に古い
古代 チュルク語文献 に何度 か現 れる.そ れ らについて は,拙 稿 「新 彊維吾爾 自
治 区薪 出ソグ ド語資料」『内陸 アジ ア言語の研 究』VI,1990,61頁参照.
中央 アジアのマニ教徒 は,概 ねソグ ド人 か古代チ ュル ク語 を話す ウイグル人
であ った と考 えられ るので,上 の中世ペルシア語 の請願文 もソグ ド人か ウイグ
ル人 によって書かれた ものであ ろう.そ れ故将来,類 似 の内容 を持つ ソグ ド語
の奥書が発見 され る可能性は高い.ま た,比 較 的に古 いタイプの古代チ ュル ク
語文献 に見 られ るこの種の奥書が,本 来マニ教文献 で用 い られた ものであ った
とい うこと も,十 分 に考え られる.も しそれが正 しければ,マ ニ教文献 に普通
の書式が,後 に一部の仏典 にも使 われた ことにな り,ウ イグル人 は初めマニ教
徒であ った ものが,後 に仏教 に改宗 したのだとする,最 近 の森安の説(『史学雑
誌』98/4,1989,1-35頁参照)を 補強す ることになるだろう.
(本稿は,文部省科学研究費一般C及 び三菱財団人文科学研究助成金による研究成果の一
部である.)
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